
コレクション展 7月10日（月）開館、13日（木）休館

木×美術 ―絵画と工芸―
2017年4月8日（土）−5月14日（日）

　木は、モチー
フとして、素材
として、絵画や
工芸に用いられ
てきました。そ
こからは、身近
な樹木に対する
親しみや崇高な
存在に対する畏
敬など、様々な

思いを感じることができます。本展示では、住友コレクショ
ンの日本画を中心に木にまつわる作品をご紹介します。特別
展「木×仏像」とともにお楽しみください。

奈良・平安の写経
2017年4月8日（土）−5月14日（日）

　仏教が伝わって間も
ない奈良時代の写経
は、中国や朝鮮半島の
影響を受け、南北朝か
ら唐のスタイルに似た
謹厳方正な書風が特徴
です。平安時代になる
と次第に和様化が進
み、柔軟優美な字姿を
示すようになってゆき
ます。近畿の寺院から
のご寄託品を中心にご
覧頂きます。

絵巻物撰
2017年4月8日（土）−5月14日（日）

　右から左へと画面（絵と詞）を巻き取りながら、物語の時間
的、空間的な展開を鑑賞する「絵巻」は、現代の映画やアニ
メの源流ともいわれる特性をもつ絵画作品です。寺社縁起、
高僧伝、説話、お伽草子など、バラエティに富んだ中～近世
絵巻の魅力をご紹介します。

丸山石
いわ

根
ね

　西国三十三所観音御画像Ⅰ
2017年4月8日（土）−5月14日（日）

丸山石根　西国三十三所観音御画像Ⅱ
7月7日（金）−7月19日（水）
8月1日（火）−8月20日（日）

　丸山石根（1919～99）は

大阪に生まれ、京都市立
絵画専門学校卒業後、中
村岳陵に師事し、日展な
どで活躍した日本画家で
す。丸山が8年の歳月を
かけて完成させた西国
三十三所霊場の観音画像
を2期にわけてご紹介し
ます。慈愛にみちたみほ
とけの姿を心やすらかにご鑑賞ください。

仏画×風景
2017年4月28日（金）−6月4日（日）

　涅槃に入る釈迦を囲む沙羅双樹、蓮が咲き誇る浄土の宝池、
無数の剣が突き出た地獄の山など、仏教絵画の中には実に多
種多様な〈風景〉の描写を見出せます。今回は仏教絵画に描
かれた 景観や、その中の植物、生き物に焦点を当てて作品
をご紹介いたします。現世や浄土、地獄世界の〈風景〉をお
楽しみ下さい。

円山・四条派の絵師たち
2017年4月28日（金）−6月4日（日）

　応挙を祖とする円山
派とその弟子の呉春に
はじまる四条派。いく
ぶんニュアンスに違い
は見られるものの、ど
ちらも自然写生を基礎
とした平明な画風に
より一世を風靡しまし
た。江戸中期以降、上
方を中心に活躍した円
山・四条派の絵師たち
の作品を館蔵・寄託の
作品よりご紹介します。
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